
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安心できる「基地」としての児童自立支援施設 

第１１５号 

発行 令和４年９月１日 

編集者 おおいそ学園広報委員会 

自立支援課長 荒木 宏治 

おおいそ学園は来年 12 月に 120 周年

を迎える。私はその歴史あるおおいそ学

園の自立支援課長の職をこの 4 月に拝命

した。 

 私が赴任後、最初に入所してきた A

君と先日面接する機会があった。彼は家

裁の審判で少年鑑別所から入所してきた

だけあって、書面上では虞犯行為が並べ

られ、久々の不良少年の入所で構えてい

た。入所式では体幹がないのか体をくね

くねし、すかした感じで大人を見つめ、

落ち着かないので姿勢を正すよう伝える

と、ムッとした表情を見せた。 

 今回の面接で、入所の際に「体を整え

るよう伝えたことを覚えているか。」と確認す

ると、覚えていると本児は答えた。 

今日の本児は、しっかり前を見て受け答

えができていることを褒めると、言葉こそ発し

なかったが、どうだと言わんばかりに、自慢

げな表情を見せた。その面接中は体も動か

さず私と向き合えることができた。 

また、表情も入所時より柔らかくなり、入所

際に目標とした課題の解決について振り返

ってもらうと、「退所してから元に戻らないよう

頑張る」ことや、保護者に対しても「バイク

盗、無銭飲食、捕まって留置場に居た時会

いに来てくれ迷惑をかけたと感じた。」と話し

てくれた。 

さらに担当の児童相談所の児童福祉司

に対しても「1年間迷惑をかけた。いろんな 

面で支えてくれてありがたいと思う。」 

学校についても「学園に入るまではあ

まり学校に行ってなかったが、今は勉強

が楽しい。少人数で勉強に集中できる環

境で教え方が良く、社会とか得意なもの

は集中して取り組める。英語も苦手だが

頑張っている。授業も反抗せず素直に頑

張っている。」と自分なりの表現で思い

を伝えることができ、学園のルール、自

分の課題・将来の方向性を考えながら過

ごせていることが伺われた。 

このように保護者、児相、分校、学園

の職員に感謝の言葉を言えるまでになっ

たことに、環境を整えればまだまだ伸び

ていくことが伺えた。 

 この児童はまだ入所後、日は浅いもの

の安全安心の環境を提供し、育てなおし

をする中で、子どもらしさを取り戻し、

特定の大人との信頼関係が築けるように

なった。児童自立支援施設の役割として、

今後も児童の「安全基地」としての役割

を担っていきたいと思う。 
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桂寮 

桂寮は横須賀市の和田長浜海水浴場に行きまし

た。釣りや波乗りなど各々が海を満喫していまし

た。自然を守ろうと出発前に話をしていたら、各自

で遊んでいる最中にゴミ拾いをしていました。実

は、出発時土砂降りで、天気予報の晴れを信じて出

発したキャンプでしたが、「思い出はいつの日も雨」

とバスの中でかかっていた音楽の歌詞通り良い思

い出となりました。       （桂寮 松田） 

竹寮 

竹寮は、神奈川県立秦野戸川公園にてバーベキュ

ーを楽しみました。丹沢の山々に囲まれた素晴らし

い景観の中で、たくさんのお肉やお菓子を食べた

り、公園の中心にある水無川（みずなしかわ）で川

遊びを楽しみました。丹沢の山々から流れている透

明度の高い川で、子どもたちはおもいっきりはしゃ

いで水遊びを楽しんでいました。全身びっしょりに

なりながらも、笑顔で楽しんでいる様子が印象的で

した。            （竹寮 柏木） 

梅寮 

梅寮は足柄上郡の寄(やどりき)自然休暇村で、マ

ス釣り、BBQ、川遊びを楽しみました。慣れない釣り

に戸惑う姿もありましたが、BBQで焼いたたくさんの

肉とともに、自分たちで釣った魚をおいしそうに食

べていました。川遊びでは、岩場で魚を捕まえようと

する子、川流れを楽しむ子、バシャバシャと水をかけ

合う子など、みな笑顔を見せながら、一日中はしゃい

でおり、子どもたちにとって普段できない良い体験

になりました。         （梅寮 白石）  

 （梅寮 白石） 
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～ 

6 月 10 日、6 月 30 日の２日間にわたり関東少年野球大会が開催されました。昨年度は優勝

しており、今年度は連覇を目指して臨みました。２日間で３試合行ない、初戦は７-０、準決

勝は 14-12 で勝てましたが、決勝は０-８という結果で準優勝でした。両日とも気温が高く、

準決勝では乱打戦で死闘を繰り広げ勝利しましたが、体力が消耗した状態で決勝に臨み、本来

の力が出せずに敗戦となってしまいました。そんな状況ながらも一人ひとりが諦めず、全力で

プレーをしていました。最後まで諦めずやり遂げること、チームワークなど今大会を通じてい

ろいろなことを学び、それぞれの成長につなげられたと思います。応援してくださった皆様、

ありがとうございました。                       （梅寮 田中） 

 

今年度も野球部の活動と並行して水泳部が始まりました。児童の泳力に応じて「初級」「中

級」「上級」３つのクラスに分け、練習メニューを決めて活動を行っています。児童にはチャ

レンジしたい泳法や「平泳ぎを５０ｍ泳げるようになる」等の具体的な目標を設定して取り組

んでもらい、いろいろな泳法を習得してもらいたいと考えています。 

今年度はコロナの影響で中止となっていた関東少年水泳大会や児童福祉施設水泳大会が開催

されるため。今夏の頑張りの集大成を思う存分発揮し、心に残る熱い夏にして欲しいです。 

レンジしたい泳法や「平泳ぎを５０ｍ泳げるようにな

る」等の具体的な目標を設定して取り組み、いろいろ

な泳法を習得してもらいたいと考えています。 

今年度はコロナの影響で中止となっていた関東少年

水泳大会や県児童福祉施設水泳大会が開催されるた

め、頑張りの集大成を思う存分発揮し、心に残る熱い

夏にして欲しいです。               （梅寮 森野） 
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広大な敷地の環境美化、農作物収穫のための畑づくりを

中卒児童３名と職業指導員１名で月曜日から金曜日の日中

に行っています。 

週１回農事指導員、週２回程度職員の応援がありますが、

実質３名で対応するには手に余る程の作業量です。そこに

季節ものの収穫や仕込み（梅干し作り等）も加わり慌ただし

い中、子どもたちは学園からの自立、ひいては社会から必要

とされる人を目指し、日々汗を流しながら成長しています。                 

 （高等部 鶴岡） 

７月 15 日に総合学習で「豆腐づくり・箸づくり」を行いました。豆腐づくりは大豆をミキ

サーで細かくするところからのスタートでした。ただの豆粒だった大豆が次々に姿を変え、い

つも食べている豆腐になっていく行程に子ども達は驚きながら活動しました。箸づくりは、学

園に生育している竹からやすりを使って箸を削り出しました。なかなか根気のいる活動でした

が、自分のイメージを形にしていくことを楽しみながら活動する姿が見られました。最後は教

室に戻り、自分でつくった箸で手作り豆腐を食べました。みんな満足げに食していました。（分

校 長谷川教諭） 

つも食べている豆腐になっていく行程に子どもたちは驚

きながら活動しました。箸づくりは、学園に生育している

竹からやすりを使って箸を削り出しました。なかなか根

気のいる活動でしたが、自分のイメージを形にしていく

ことを楽しみながら活動する姿が見られました。最後は

教室に戻り、自分で作った箸で手作り豆腐を食べました。

みんな満足げに食していました。（分校 長谷川教諭） 

お知らせ 令和４年１１月２３日（祝）に開催を予定していました「第４１回収穫祭」は、今般

の新型コロナウイルスの感染状況に鑑み、中止とさせていただきます。 

     

 

    

【編集後記】 

 今号はたくさんの夏休みの活動を掲載するこ

とができました。子どもたちの元気な姿が伝われ

ば幸いです。（広報委員会一同） 

【大会結果発表】 

6/10,20 関東少年野球大会 準優勝    

8/3    神児研野球大会  ８位      


